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１．はじめに
　千葉看護学会は千葉大学大学院看護学研究科博士課程
の開設とともに設立され，その発展とともに看護学の独
自の知見を生み出し蓄積し，看護実践の質の向上に貢献
している。看護学の知見は，医学や社会福祉学など他分
野の研究者や実践者にも影響を及ぼすようになった。一
方，実践の場では対象となる人々の多様で複雑なニーズ
に応じるために，多職種が連携協働した専門職連携実践
（Interprofessional Work；以下 IPW）やそのための専門職
連携教育（Interprofessional Education；以下 IPE）が広
がっている。
　今回の学術集会は「専門職者の連携協働による看護実
践・研究・教育の創造」をテーマとした。看護職が保
健・医療・福祉分野の専門職と連携協働することで，対
象となる人々によりよい看護実践が提供でき，研究・教
育も創造的な発展へと向かうことができると考える。会
長講演では，私自身が看護学の探究と専門職連携教育に
携わってきた体験から，今後の看護学の発展の可能性を
述べる。
２．連携の原点は継続看護
　私は，学部の卒業研究を東京都東村山市にある多磨全
生園をフィールドにして行った。多磨全生園はハンセン
氏病の国立療養所であり，当時はらい予防法（1996年廃
止）による隔離政策によって約1,000名の入所者が暮ら
していた。ハンセン氏病はすでに治療法も確立してお
り，新規患者の発生は稀になっていた。したがって入所
者の年齢は19歳から93歳で，うち60歳以上が61％，さら
に80歳以上が５％であった。当時の日本社会は65歳以上
の人が全人口の9.1％（1980年）であったので，多磨全
生園は当時の日本社会の10歩も20歩も先を歩いており，
日本の高齢社会の将来像であった。
　高齢となった入所者は，ハンセン氏病の後遺症で視力
障害や身体障害を持ち，老化や生活習慣病等もあり，看
護を必要としていた。全生園の広大な敷地内にある病院
の病棟と外来，「舎」と呼ばれる生活の場やソーシャル
センターにも看護職が配置され，療養所内のどこに行っ
ても健康面から生活を支える看護職が入所者を見守って
いた。保健科外来と「舎」の看護職は老化や病気の予防
活動と早期発見，退院後の患者フォローを行い，高齢者
の生きがい対策にも取り組んでいた。病棟では外来や
「舎」の看護職と連携して早期の退院支援を行っていた。
異なる場に配置された看護職が，一人ひとりの患者の情
報を共有して相談し，オーダーメイドで看護を提供して
いた。私は全生園で行われている看護実践のデータを分
析し，看護を継続して提供する連携システムがあること
を見出した。このような継続看護が人々の健康的で幸せ
な暮らしに貢献できると思った。振り返ってみると，現
在私が取り組んでいる高齢者の長期療養を支える老年看
護や専門職連携は，卒業研究で学んだ継続看護に原点が
あったのだと改めて気づいた。
３．老年看護学の真髄を学ぶ
　多磨全生園が限定された場での継続看護であったの
で，広く地域医療の場での看護を志して地域の病院に就
職した。その後教員となり，1989年の指定規則の改正で
老人看護学ができたことを機に，地域・老人看護学の担
当となった。老人看護実習は寝たきり老人の訪問看護を
行った。当時は厚生省が寝たきり老人ゼロ作戦（1989
年）を打ち出しており，訪問看護でも寝たきりを改善し
ようと取り組んだが思うような看護ができず，高齢者の
看護に迷うようになった。そこで，千葉大学大学院看護
学研究科の野口美和子先生の門をたたき，大学院で老年
看護学を学んだ。
　大学院では多くの研究仲間に恵まれ，刺激をうけた。
老人看護学講座の研究会では高齢者の自我発達や生涯発
達理論を学び，高齢者の成長の可能性に確信が持てた。
　博士前期課程で行った研究は，在宅療養している高齢
者夫婦に訪問看護をおこない，その効果を明らかにする
ものだった。「ご本人にきかないとわからないでしょ」
という野口先生のスーパーバイズに支えられて，私自身
が看護実践を行い，それを記述して研究データとして分
析した。野口先生からは，「看護は徹底して対象となる
人により添い，その人の意思を確認しながら援助するこ
　　会長講演
専門職者の連携協働による看護実践・研究・教育の創造
大　塚　眞理子（埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科）
千葉看会誌　VOL.18 No.２ 2012. 1248
とである」と学んだ。在宅高齢者夫婦それぞれに対し
て，健康状態を改善する看護援助を行うことで，それぞ
れのQOLに効果があらわれ，それが高齢者夫婦の共同
生活のありように影響し，両者がいたわりあいや助け合
いによってつながる関係性に発展するという効果が得ら
れた。
　私の老年看護は，これまでの衰退に抗する看護から高
齢者の主観により添う看護に発想の転換ができ，老年看
護の真髄を学ぶことができた。
　博士後期課程では，高齢者夫婦の関係性がケアしあう
関係に発展するように，意図的に働きかけた。その結
果，高齢者夫婦のケアしあう関係には，体力と心のゆと
りが得られるようになり，さらに相手を理解できるよう
になると相手の価値を認めて専心し，相手中心のケアを
するようになり，自分の生きている意味を見いだすとい
う変化を見出した。これはまさしく，人が他者の自己実
現を助けるというケアリングであり，現在取り組んでい
る専門職連携の理念にも通じるものであった。
４．専門職連携協働の実践例
　同じ頃，介護保険制度（2000年）ができ，新たにケア
マネジャーが誕生した。私は，地域の在宅要介護高齢者
に対するケアマネジメントの研究を開始した。ある地域
のケアマネジャーが担当している事例について援助活動
の実態を調査分析した。次の事例は私が専門職連携協働
の実際とその成果を初めて知った一事例である。
　90代の女性，認知症で一人暮らしができなくなり，息
子家族に引き取られた。引き取られた頃は徘徊などがあ
り，介護者である嫁とトラブルが絶えなかった。介護保
険サービスであるデイサービスをご本人が週２～３日活
用し，その日は嫁の自由時間であった。ご本人がガンの
末期であることがわかった。息子夫婦とケアマネジャー
および病院の主治医で相談し，手術などはせず，自宅で
今まで通りの生活を続けるという選択をした。ご本人は
徐々に衰弱してきたが，デイサービスでは看護師が健康
管理を行って，その情報を家族やケアマネジャー，訪問
看護師に伝えていた。自宅へは訪問看護師とヘルパーが
交代で訪問してご本人と嫁を支え，診療所の医師が往診
し，調剤薬局の薬剤師は食べられなくなった本人のため
に高カロリー高蛋白の飲み物や薬を自宅に配達してい
た。このように介護保険と医療保険による多機関・多職
種がこのご家族の援助活動を行っていた。
　デイサービスでご本人が倒れた時には，デイサービス
の看護師からすぐに主治医とケアマネジャーおよび嫁に
連絡が入り，ご本人は救急車で病院に運ばれた。ケアマ
ネジャーはすぐに病院にかけつけ，嫁と息子が病院に着
くとその場で主治医から説明を聞き，ご家族とケアマネ
ジャーで今後の方針が話し合われた。「苦しいことはさ
せたくない，本人は家に帰りたいと思う，自宅で看取り
たい」というご家族の意思決定でその日のうちに自宅に
戻った。ご本人の体調は不安定であったが最後まで普通
に暮らしたいと，その日の体調に応じてデイサービスに
行ったり，いけない日にはヘルパーが訪問したりなど，
ケアマネジャーが各職種に情報を提供してサービスの調
整をしていた。ご本人はすでに発語はなくなっていた
が，訪問者には手を合わせて感謝を伝えていた。
　ご本人が下血した時は嫁がパニックになったが，訪問
看護師が駆けつけて対応した。訪問看護師とヘルパーが
交代で訪問してオムツ交換や清潔のケアを行った。数日
後，夜間にご家族で看取られ，朝になって医師やケアマ
ネジャー，訪問看護師，ヘルパーが次々に訪問した。
　嫁は「皆さんで私達のことを支えてくださった」と特
定の職種に対してではなく，支援に関わった多職種チー
ムに感謝を述べていた。
　この事例は，高齢者と家族に対して各職種が自分の役
割を果たすだけではなく，自分の行った援助の内容や必
要な情報を互いに伝えあっていた。日常的な情報交換と
チームメンバーの信頼関係があったので，必要な時に適
切な職種がタイムリーに援助活動を行うことができたの
である。また救急時のことを前もって予測し多職種で相
談して準備が行われていたので，適切な対応となった。
これが多職種による連携協働だと手ごたえを得た。
５．多職種と共に学び合う
　専門職連携教育は，埼玉県立大学に赴任（1999年）し
てから取り組んでいる。看護学科，理学療法学科，作業
療法学科，社会福祉学科，健康開発学科の５学科による
保健医療福祉学部では，保健医療福祉の「連携と統合」
を建学の理念として，学科横断の連携科目があった。当
時はまだ IPEという概念はなく，2002年に「専門職連携
教育とは，複数の領域の専門職者が連携およびケアの質
を改善するために，同じ場所でともに学び，お互いから
学びあいながら，お互いのことを学ぶこと（CAIPE）」
という IPEの定義に出会い IPEに本格的に取り組むよう
になった。
　また，老年看護学の真髄を学んだ私は，「看護こそが
人々の健康的でQOLの高い生活に貢献できる」と思っ
ていた。しかし，他学科の教員と IPEに取り組む中で多
職種もケアリングのマインドを持ち，真摯にケアに取り
組んでいることに気づいた。多職種のことをほとんど知
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らなかったことや，自分の視野の狭さを痛感した。埼玉
県立大学が掲げているヒューマンケアの理念は，まさに
ケアリングであり，保健医療福祉の多職種が行う援助活
動の共通基盤となる理念であり，どの職種とも共有でき
ることを確信した。
６．専門職連携教育による看護学生の学び
　埼玉県立大学の IPE科目である４年生のインタープロ
フェッショナル演習（以下；IP演習）は，異なる学科
の学生で混成チームをつくり，県内の病院や施設に出向
いて患者や利用者のケアプランをチームで考える。地域
の実践の場で専門職連携を学ぶ４日間の実習である。
　従来の看護教育は，看護の枠の中で行う単独の教育で
あったが，IPEは多職種との相互作用によって，患者の
共通認識を確認し，看護活動を創造的に発展させる教
育である。他学科の学生とのつながりのなかで行う IPE
は，他者を通して自らの力を活かすものであり，看護師
の援助活動を豊かにし，看護活動の幅を広げる可能性が
ある。
　IP演習終了後の看護学生のレポートから，看護学生
の学びには次のような特徴があった。まず「他者を通し
て自分の専門性に気づいた」「多職種にも興味関心を持
ち，多職種を知ることができた」「単一の専門家同士で
は気づかなかった点に気づき，新しい視点から物事を捉
えることができた」等，新しい視点の広がりである。ま
た，「多職種の意見を取り入れ，患者を多面的に見られ
るようになった」等，多面的な患者理解である。IP演
習は患者の全体像を把握するという看護学生の能力育成
に貢献し，専門職連携教育は看護教育の新たな方法とな
りうるものである。
７．専門職連携の構造的理解
　近年，チーム医療の議論が盛んになっている。すでに
多職種で連携することは当たり前のように言われている
が，その内容は単なる役割分担で連携がうまくいかない
ことも多い。IP演習で学生が連携して患者のケアプラ
ンを検討するチーム活動を観察すると，専門職連携の要
素には「チームで取り組む目標とその内容」「チーム形
成」「チームメンバーである多職種の相互理解」が複雑
に絡み合っていた。そして多職種がつながる連携から，
互いに影響しあう協働となり，それによって対象者に統
合されて援助が提供されるという「連携協働モデル」と
して示すことができた。
　先に示した実践例のように多職種の連携協働による統
合された援助とは，必要とされる援助がタイムリーに，
個別的に適切に提供され，患者あるいは利用者の満足感
および提供した多職種の満足感も高い援助である。一職
種が単独で行う援助に比べて，パターンにあてはまらな
い創造的なケアとなる。
　多職種による実践例の分析や専門職連携の実態調査，
さらに自己評価表の開発研究を通して，IPWは，利用
者の問題解決のプロセスの進行に伴って，問題を解決す
るために結集されたチームチーム形成のプロセスが動い
ており，さらにチームメンバーは自分が所属する組織や
機関の影響をうけているという IPWの三重構造がみえ
てきた。IPWは患者あるいは利用者を中心とする援助
活動であり，IPWに関わる専門職が所属している組織
間・機関間連携の存在も見逃すことはできない。
８．看護と専門職連携
　私は，看護学を構築し発展させている千葉大学看護学
部および看護学研究科で学び，それを土台として専門職
連携に取り組んでいる。本学術集会のテーマはこのよう
な私の体験があったからこそのものである。このよう
に歩んできた私が今言えることは次のようなことであ
る。①看護職間の継続看護は，多職種間の連携協働と基
本は同じである。②人が人をケアする本質は，相手への
専心，すなわち相手中心のケアであり，これは連携協働
の理念でもある。③専門職連携教育は専門職による連携
協働した援助活動ができる人材育成に貢献する教育であ
り，看護教育の新たな方法となりうる。④連携協働に
よって多職種を活かすことが，看護職を活かすことにな
り，それが患者，利用者への看護となる。
　これからの保健医療福祉分野の実践活動において，看
護職は多職種との連携協働によって，多職種と相乗的に
成長し，新たな活動を生み出す可能性があると思う。看
護実践，看護教育，看護研究は，人々の健康的で幸せな
暮らしを支え，社会に貢献している。それを生み出す私
たちは，看護を語り合い，学びあい，探究する看護集団
のなかで看護職として成長している。私達は，同職種の
よき仲間を得ることで，看護実践，教育，研究を発展さ
せていくことができる。一方，同職種の中にいるのは，
心地よいが，井の中の蛙になりかねない。それぞれの組
織をもつ異なる職種との連携は困難もあるが，相互浸透
によって互いに変化していくものである。看護職は他者
を通して自らを知ることができ，看護の理念を多職種と
共有して多職種を患者・利用者のために活かして看護を
展開することができる。看護職が，専門職連携に取り組
むことによって，看護実践，教育，研究はより社会に貢
献できるものになっていくと思う。
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　現在，IPEに取り組む大学が増えている。今後，専門
職連携はますます広がっていくことと思う。その中で，
私は看護職に必要なことを二つ確信している。一つは，
私たち看護職，一人一人が，看護とは何かという自分の
信念をしっかりと持つことが必要ということ。そのため
に，私達は看護を深く探求しつづけなければならない。
その意味で，この千葉看護学会は，看護学の基盤をより
豊かにかつ強固にしていく研究へと推進するための組織
として 設立された。千葉看護学会の役割は重要であり，
なお一層の発展が望まれる。これは千葉大学を離れ，多
職種と共に働いているからこそ見えてきたことでもあ
る。もう一つは，私たち看護職が看護の信念をしっかり
持っていれば，専門職連携や多分野との研究の中でます
ます看護の力を発揮でき，よりよい社会に貢献できると
思う。広く多職種，多分野の人たちと交流して視野を広
げ，多職種，多分野の人たちに看護の本質を伝え，広め
ていかなければならないと思う。その中で看護職はさら
に創造的な活動ができ，輝くことができると思う。
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